
奥久慈しゃも生産入門講座 受講生を募集しています

資料提供 令和４年８月２４日

【問合せ先】
茨城県県北農林事務所 担当：石尾、齋藤
TEL：0294-87-6680 FAX：0294-80-3304
E-mail：hokunourin02@pref.ibaraki.lg.jp

「Thank You! いばらき農業」

報道機関各位

【 主 催 】 農事組合法人 奥久慈しゃも生産組合、 茨城県県北農林事務所
【 協 力 】 大子町

【 開催日時・場所・内容等 】

【申込期間】 令和４年９月２１日（水）まで
【募集人数】 １０名程度

【 対象者 】 奥久慈しゃもの飼育に興味があり、茨城県県北地域に居住している方又は将来居住
を希望する方等
＊現在鶏を飼育している方の受講については、家畜伝染病防疫対策のため、事前に相談の
うえで可否を決定します。また、実際に飼育する場合は別途要件を満たす必要があります。

【申込方法】 いばらき電子申請・届出サービスから申込
（受講生募集パンフレット付属の「申込書」を、茨城県県北農林事務所企画調整部門振興・
環境室畜産振興課にメールまたはFAXにて送付、もしくは郵送でも可）

【 参 考 】
○ 「奥久慈しゃも生産組合（代表理事：益子実津雄）」は、昭和６０年設立。
「奥久慈しゃも」の生産から販売にいたる全てを管理し、高品質かつ均質
で安全な地鶏を供給（現在：県北地域の７名で生産）しています。専用の
配合飼料を与えるとともに、ゆとりのある鶏舎で十分に運動をさせるため、
低脂肪で弾力のある肉質とコクのある深い味わいがあります。
（特徴：山間の広々した鶏舎（平飼い）で、飼育期間が１２０日以上）

○ 「地理的表示（GI）保護制度」とは、気候や風土などの生産地の特性が
品質の特性に結びついている産品を知的財産として登録し、保護する
目的に導入された制度。「奥久慈しゃも」は、2018年、地鶏として全国初
の登録となった。

「奥久慈しゃも」は、GI登録を受け、県北地域の銘柄畜産物として県内外で流通しています
が、現在、高齢化や後継者不足等により生産者の減少が進んでいます。

そこで、「奥久慈しゃも」生産の担い手を確保するとともに、生産基盤の強化を図ること
により、地域の畜産振興に資するため、「奥久慈しゃも」の生産に興味がある方を対象に、
新たな取り組みとして「奥久慈しゃも生産入門講座」を開催します。

当講座では、「奥久慈しゃも」の概要や飼育方法の講義と、「奥久慈しゃも」を生産する
鶏舎の見学を予定しており、現在、受講生募集をおこなっております。

つきましては、当講座の実施について、より広く周知できますよう、記事掲載について、
お取り計らいください。

開　　催　　日 開　催　場　所 講　座　内　容

大子町中央公民館
奥久慈しゃも生産鶏舎

奥久慈しゃもの概要、飼育方法等
生産農場の見学

令和４年１０月５日（水）
午前：講義
午後：実習



申込方法

〇農事組合法人奥久慈しゃも生産組合

〇茨城県県北農林事務所 企画調整部門
振興・環境室 畜産振興課

【住 所】313-0013
茨城県常陸太田市山下町4119
茨城県常陸太田合同庁舎３階

【電話番号】０２９４－８７－６６８０
【ＦＡＸ番号】０２９４－８０－３３０４

【メールアドレス】ry-saitou@pref.ibaraki.lg.jp

１０名程度

＊申込みが募集人数を大幅に上回ったときは、

受講動機等により選考させていただきます。

募集人数対象者

奥久慈しゃもの生産に興味があり、茨城県県
北地域に居住している方または居住を希望す
る方等。

＊実際に飼育する場合は、別途要件を満たす必要があり
ます。

講座内容

主催（申込先・問合せ先）

開催日 令和４年１０月５日（水）
開催場所 大子町中央公民館

奥久慈しゃも生産鶏舎
内 容 午前：奥久慈しゃもの概要、飼育方法等

午後：生産農場の見学

＊鶏飼育者の受講については家畜伝染病防疫対策のため、

事前に相談させていただきます。

QR

①いばらき電子申請・届出サービスにて申請。

②申込書に必要事項を記入のうえ、下記まで

送付。

QR申込期限 令和４年９月２１日（水）

こちらから申請できます↑
（いばらき電子申請・届出サービス）

申込書はこちらからDL下さい↑

（茨城県HP 県北農林事務所畜産振興課）



令和４年度 奥久慈しゃも生産入門講座申込書

(ふりがな)

氏 名

生年月日 男・女

昭和・平成 年 月 日 ( 歳)

連絡先

( 自宅・勤務先 ) いずれかに○を付けてください

住所 〒

電話番号（携帯又は自宅） FAX

メールアドレス

申込み
の動機

該当する番号に○を付けて下さい。

１. 現在、他の農業 を営んでおり、経営の複合化を目指したい。

現在の主な農業経営（ ） 例（肉用牛，酪農，水稲，畑作，林業 など）

２. 現在、農外就労しているが、空き時間を活用して奥久慈しゃもの生産に挑戦したい。

３. 奥久慈しゃもを生産し、おこずかい程度の収入を得たい。

４. 奥久慈しゃもの生産に興味があるので、とりあえず参加してみたい。

５. その他 ( )

現在の
状況等

１．現在の職業等 該当する番号に〇を付けて下さい。

・専業農家 ・兼業農家 ・自営業（農業以外） ・会社員 ・公務員 ・学生 ・無職

・その他（ ）

２. 現在、鶏を飼育できる土地はありますか。 はい・いいえ (いずれかに○を付けて下さい)

あればその面積、所在地と面積を記入下さい。 市町村名 ( ) 面積（ ）

３. 現在、家畜を飼養していますか。 はい・いいえ (いずれかに○を付けて下さい)

飼養していれば、頭数を記入して下さい。

・乳牛 ( 頭) ・肉用牛 (肥育 頭、繁殖 頭) ・豚（ 頭）

４. 現在、鶏を飼養していますか。 はい・いいえ （いずれかに〇を付けて下さい）

飼養していれば、羽数を記入して下さい。

・ブロイラー（ 羽）・採卵鶏（ 羽）

＊鶏飼育者の受講については家畜伝染病防疫対策のため、事前に相談させていただきます。

その他

※現在の状況や、将来の目標、参加にあたっての意欲など自由にご記入下さい。

Q. どこでこの講座のことを知りましたか？ (複数回答可)

１. インターネット（茨城県ホームページ等） ２. SNS（Twitter等） ３．広報誌を見て

4. このパンフレットを見て ５．紹介（どこから： )

６．その他（ ）

申込日 令和４年 月 日

＊個人情報の目的外利用を行うこと及び、本講座関係者以外の第三者に個人情報を提供することは一切ありません。


